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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　The Karaike Bog is situated at altitudes between 1220 and　1225 m hear the　ridge on
the borders of Kochi and Ehime Prefecture, Shikoku.
　The bog is covered with the Ｓｃｉ･ｒｐｕｉ　ｖoichｕｒａｅ一Ｈｏｓtａ?ｈｏｍａｒｇｉｎａtａcommunity accompani-
ed by Sph昭ｙiｕｒｎ ｐａｌｕｓtｒｅｏＴ　Ｌｅｐtｏｄｉｃり１４ｍｒａｄｉｃａｌｅ,though Miｓｃａｎtｈｕｓｓｉｎｅｎｓiｓ，Ａｒｕndinella
hiｒtａ，Ｓｏｌｉｄａｇｏ　ｖiｒｅａｕｒｅａssp. asi･a lie a, and others predominating in or characteristic of
the Miｓｃａｎｉｈｕｓ type grassland occur there. In this bog are not found such plants as
Phｒａｇｍｉtｅｓ ｃｏｍｍｕnis，Ｃａｒｅ工diｓｐａｌａtａ, and Ｍｏｌｉｎｉｏ沁ｓ ｍｐｏｎｉｃａ which are common in
low or intermediate bogs.
　As the result of the pollen analytical study, the following six forest stages were distin-
guished in the past forest vegetation :
　（1）Ｔｓｕｇａ-Ｃｒｙｐtｏｍｅｒia-Fagus stage （－300～－260 cm）
　（2）Ｆａｇｕｓ-Ｔｓtｉｇａ-Ｃりｐtｏｍｅｒia-Abies Stage ( ― 250～－200 cm）
　（3）Ｆａｇｕｓ-ＴｓＭｇａ-Ａｂｉｅｓ ｓtａｇｅ（－190～－160 cm）
　(4) Ts昭■a Stage (-150～－100 cm）
　（5）ＦａｇＭＳ-Abieｓ一石昭■a stage (-90～－50 Cm）
　（6）Ｆａｇｕｓ-7T･ｓｕｇａ-Ａｂｉｅｓ-Ｐｉｎｕsstage （－40～－Ｏｃｍ）
　Ｔｓｕｇａ（Ｔ　 ｓteboldi･Ｏ and Ｆａｇｕｓ（Ｆ.ｃｒｅｎａｌａ) are dominant throughout the six stages.
Ｃｒｙｐtｏｍｅｒia（Ｃ. ｊａｐｏｎｉｃａ) occurs mainly in lower horizons, and Ａｂｉｅs（Ａ，fiｒｍａ) gradually
increases from the middle to upper horizons. From these facts, it seems that the forest
vegetation ･in the upper part of the warm temperate zone or the temperate ecotone was
found in the area around the bog.
　The deterioration of natural forests by human activities is also reflected in the pollen
diagram of the upper horizons. A sharp increase ｏ? 'Ｐtｎｕｓ（!-＊.　ｄｅｎsiμｏｒａ)and the abun-
dant occurrence of Cryptomeria ja戸onicαare examples. Finally, it is concluded that the
forest stages mentioned above correspond to the following periods respectively : (1) and
(2) to RII, (3), (4), and (5) to Rllla, and (6) to Rlllb
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　高知県吾川郡吾川村（もとの名野川村）の，カラ池と地元の人がよぶ湿地は，中津山（明神山）
(1541m)から北東にのびて愛媛県との境をなす尾根に近く，雑誌山(1328m)の西南西にあって，
ほぽ北緯33°36へ東経133°ｙ，海抜1220～1225 mに位置している（図１）．ここには，５万分の１
地形図（上土居）にも示されているように，小ざな凹地と湿原か見られる．そのうち，西にある凹
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situation of the
地には，タチガモメヅルが多いほかは，湿地植
物としてとくにめだつものはほとんどなく，常
時は乾燥してカラ池というにふさわしいか，東
では面積0.5 ha内外ながら，一部にはオオミ
ズブケも生ずる湿原となり，小さな池もある．
　　四国の山岳地帯には湿原が少なく，ことに高
知県で比較的厚い推積層をもつ山地の湿原とい
えば.･このカラ.池が唯一といってもよいほどで
ある．そのため，ここの植生にはかなり以前か
ら注目してき｀たが，私どもは1975年から，現在
の植生を調査するほか，この地域の森林の変遷
を絶対年代と関連づけてしらべるために，堆積
物について花粉分析をおこなったので，ここに
　｀|　・　　　●そヽめ結果をまとめておく．
　　この研究中，かずかずの貴重な助言をいただ
八ヽたことはもちろん，過去30年近くの間，私ど
図２．ガラ池湿原の模式断面図.　　　”
Fig. 2. A schematic profileof the Karaike Bog.
図１．カラ池湿原の位置.
Fig. 1. Map showing the
　Kara ike Bog.
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　　　　　　　　　　　　　　湿原周辺の環’境と植生●
　この付近には，地質構造上から三波川帯と秩父帯の境界にあたるいわゆる御荷鉾線または上八川
一池川構造線があり，御荷鉾緑色岩類が母岩となっている（SUzUKI 1965).　現在の状態をみると，
湿原は末端（南側）の堤防状に小高くなった部分に，大きな篠がならんでいることから，過去に上
方（北側）の斜面から押し出してきた土石流が，ゆるやかな傾斜の沢筋をせきとめて形成されたも
のではないかと考えられる．いまも，湿原の上方の急斜面には小規模の崩壊地が見られ，湿原の北
西端から水が流入している（図２）．
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　湿原周辺は，海抜高度からみると，冷温帯の下部にあたる（ＹＡＭＡＮＡＫＡ 1962).　しかし，今で
は自然林がほとんどなく，周辺はヒノ牛を主とした官行造林地のほか，低木やササをまじえたスス
牛草原になっていて（図版１），オミナエシ，ツリガネニンジン，アキノキ,リンソウなどのほか，
クロフネサイシン，ホソバシロスミレ，ツクシコゴメグサ，ホソバノヤマハハコなども見られる．
低木や小高木では，ヤマヤナギ，アカシデ，イヌシデ，クマシデ，ミズナラ，カナクギノキ，ノリ
ウッギ，コｚヽウチワカエデ，ウリハダカエデ，マユミ（ユモトマユミ），リョウブ，ネジキ，オン
ツツジ，トサノミツバツツジ，シロドウダン，タンナサワフタギ，キバナックバネウツギ，イヌツ
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ゲなどが普通である．
　海抜1300 m 以上の雑誌山付近の稜線ぞいには，わずかながらブナを主どした残存林があり，し
たがって湿原周辺でも，本来の気候的極相は，モミ，イヌシデなどをまじえたブナースズタケ群集
のブナ林であったと思われる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　湿原の植物群落
　カラ池湿原は面積か狭く，植生にとくに影響を及ぼすような局地的に変ったところもないので，
全体としては植物群落は比較的単調である．もっとも，一部にはバイケイソウをともなったネコヤ
ナギの群落があり，また小さな水たまりや，浮島状になっている部分も見られ，辺縁の乾いたとこ
ろに，タカネマスクサの群生がある．
　群落の組成は，７か所で２×２ｍのコドラートをとり，その結果を表１にまとめた．植被率はす
べて100％に達し，上層の優占種は明らかにアブラガヤで，エソアブラガヤをまじえるところもあ
り，夏には高さ１ｍ以上になっている．ほかに，コバギボウシか常在し，場所によってよく繁茂し
ている（図版１）．また，優占度は劣るかタチカモメヅルがひろく見られ（図版１），アカバナ，イ
などもまれでない．なお，シカクイの優勢な部分もあり，局所的にオタカラコウやオタルスゲも
多い･
　表でもわかるように，この湿原の主要な植物は，西日本の低層湿原によく出現し，中間湿原に見
られるものをもまじえている．上にあげた植物のほか，優占度または常在度は低いながら，サトメ
シダ，ヤノネグサ，モウセンゴケ，ホソバノヨツバムグラ，ミズチドリ，トキソウなどもあり，表
に出てこないものとしては，チダケサシ，エソシロネ，オグルマ，ヒメホタルイ，ゴウソなどかあ
る．また，湿原内のセン類では, Ｌｅｐtｏｄｉｃりｕｍｒａｄｉｃａｌｅが多いか，オオミズゴケもかなりの範囲
をおおっている．
　しかし，このような湿原の常として，ここでも周辺のスス牛草原の植物か入りこみ，とくに辺縁
部や乾燥しがちなところでいちじるしい．なかでも，ススキは場所によって優勢になりつつあり，
さらにアキノキリンソウ，トダシバ，ヤマラッキョウなどかよく生じ，種類の上では本来の湿地植
物よりも多い．ただ，総合優占度からみれば，ほぽ70％は湿地植物に占められている．
　こうした今の状態から判断すると，ここでは徐々にスス牛草原の植物の侵入を許しつつも，当分
は現在のような湿原の状態を維持してゆくものと推察される．
　この湿原の植生は，アラブガヤ群落またはアブラガヤーゴバギボウシ群落ともいえるものである
か，群集または群団の単位づけについての結論は保留したい．四国山地の冷温帯にある湿原とし
ては，愛媛県の皿ケ嶺や大野ケ原にその例が見られ，エソシロネ，エゾアブラガヤ，コバギボウシ
など，カラ池と共通の植物が生ずる．しかし，それらについても，くわしい組成の比較検討がまだ
できていない．
　ただ，これらの湿原を通じていえる特徴的な傾向は，中間湿原の主要素であるヌマガヤはもちろ
ん，低層湿原に多いヨシ，カサスゲなどをも欠くのが常で，とくにカラ池には，このほか西日本の
低層または中間湿原でよく見られるヒメシダ，サワギキョウ，マアザミ，イヌノハナヒゲ類など
　（SUZUKI 1977)も出現していない．しかも四国では，ヌマガヤ（ＹＡＭＡＮＡＫＡ 1972)を含めて，
これらはむしろ，もう少し低地の暖温帯域の湿地によく見られる点を，ここで注意しておきたい．
　ともかく，四国山地の湿原の実態を明らかにずるうえで，このカラ池湿原の植物群落は，一つの
大きな手がかりとなることはたしかである．
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　　　　　　　　　　　　　　　　堆積物の試料および分析方法
　堆積物の採取は，湿原のほぼ中央部の３か所で，ヒラー型ハンドボーラーを用いておこなった･
そのうち，花粉分析に使用したＣ地点の試料のプロフィールは，次のとおりである‘.
　－O～－15 cm : 泥炭，未分解の植物遺体（根，茎など）を含み，コンノjタト，黒色.，
　－15～－42 cm : 泥炭，根，茎などとともに粗砂を含み，ややコンパクト，黒褐色.
　－42～－115 cm : 泥炭，根および茎（おもに樹木）を多く含み，ややほぐれやすい，黒色.
　-115～-150 cm : 砂まじりの粘土，ガラス質の微粒を含み（火山灰土壌？），ほぐれやすく，
　　-130 cm までは有機物がやや多い，灰～灰褐色.
　－150～－170 cm:有機質粘土，根，茎（小枝）および粗砂を含み，ややコンパクト，黒褐色～
　　褐色.
　－170～－210 cm : 有機質粘度，形のある植物遺体は少なく分解が進んでいて，粗砂とガラス質
　　（？）を含み，ほぐれやすく，褐色.
　-210～-250 cm : 有機質粘度，有機物の分解は進み，ガラス質（？）の微粒を含み，ほぐれやす
　　く，全般に赤褐色，とくに－220～－240 cm で赤褐色か強い･
　-250～－260 cm : 粘土，有機物，細かい欄およびガラス質（？）を含み褐色，上部はやや赤褐色.
　－260～－300 cm : 粘土，有機物少なく篠を含み，非常に粘着力が強く，灰白色.
　－300～-330 cm : 粘土，有機物はほとんどなく，磯を含み，粘着力強く，青～青灰色･
　C14による年代測定は２点でおこなった．その結果，深さ約150 cm のところで3350±120年前
　(N―2214), 220 cm のところで4310±13ぢ年前（Ｎ -2215)という値を得た．
　花粉分析用の試料は, KOH-ZnCl2-acetolysis処理をおこなった（中村1967).各層位ごとに高
木花粉200個以上を読取り，これを百分率計算の基本数とした．
堆積物の分析結果
　高木花粉(Arboreal pollen = AP) 27種類，低木・草本花粉(Non-arboreal pollen = NAP)
28種類および胞子(Spore) 8種類を検出し，そのおもなものを花粉および胞子分布図（図3～5）
に示した．
　胞子については, L,ｙｃｏｐｏｄｉｕｍ（ヒカゲノカズラ属), Botりchiｗｍ.（ノヽナワラビ属）および
Ｏｓｍｕｎｄａ（ゼンマイ属）のほかに，５種類が区別されたが，現在のところ科または属までの同定か
できなかったので，多量に検出されたものについては, Spore 1～4の番号で区分し，それぞれに
対応する胞子の写真を，図版２～４に示した．このうち, Spore 4には，明らかに２種類の胞子が
含まれているが，これらの出現状況からみて, 4-Aおよび４－ＢはSpore　2の, 4-CはSpore 3
の，それぞれPerineが消失したものと考えられる．しかし，ここでは一応, Perineのないmonolet
型の胞子として区分しておいた．また, Spore 1および２に含まれている胞子は，さらに細分でき
る可能性もあるか，それは今後の問題としておく．
　主要花粉および胞子の消長をみると，Ｐｉｎｕｓは下層から増減をくり返しながら連続して出現し，
表層で急増する. Abiesは下層では低率であるが上層に向かって順次増加する傾向を示し，上層下
部でその最盛期が認められ表層近くで減少する.　Ｔｓｕｇａは全層を通じて多量に検出されたが，と
くに中層では全高木花粉の60～70％を占める層位もある．Ｃｒｙｐtｏｍｅｒiaは下層に多く，中層では極
端に減少し，表層で再び増加する.　Ｓｃｉａｄｏｐｉりｓは低率ではあるが，上層を除いて全層から検出さ
れる．その他の針葉樹では，ＰｉｃｅａとＰ ｏｄｏｃａｒｐｕｓがそれぞれ－280cm と－40 cm の層位でみ
られる．
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　ＦａｇｕsはＴｓｕｅａとともに最も優勢な種類であるか，中層と上層での減少かめだつＱｕｅｒｃｕｓ
とＣｙｃｌｏｂａｎｏｐｓｈは，ともにほぼ同じような傾向で連続して出現しているが，低率である．ただ
し, -250 cm の層位ではどちらも急増し，とくにQuerと:usの増加が目につく．　その他の広葉樹
では，Ｚｅｌｋｏヽａ，ＣａｒｐｉｎｕｓおよびＰｉｅｒｏｃａｒｙａが低率ながら各層で出現し，Ａｌｎｕｓ，Ｂｅtｕla，Ｃａsｌａｎｅａ，
UJｔｏｕｓ，Ａｅｓｃｕlｕｓなどはやや散発的である．なおすでに指摘したように（山中三男1966),日本産
のＣａｒｐｉｎｕｉのうちで，イヌシデのみは花粉の発芽孔の数と大きさからほぽ正確に他の種類と区別
することができる．したがって，ここではイヌシデとその他のＣａｒpinｕｓを区別しておいた.
　低木および草本類では, Gramineaeと　Cyperaceaeが増減をくり返しながら，ほぽ連続して検
出されているほかは，いずれも低率で散発的である．ただ，Sfetｍｍｉａが-270cmの層位で急増
しているのがめだつ．
　胞子では, Spore 1 が下層で連続して出現し，とくに-250cmの層位では全高木花粉の178%
に達する．しかし，中層から表層にかけてはきわめて少なくなる. Spore 2 は下層上部と中層で減
少するが，それ以外では多量に検出されているSpore 3 は下層と中層下部に多いか, -150 cm
の層位から上部では散発的にしか出現しない. Spore 4 は下層から中層にかけてはSpore 3 とほ
ぽおなじ傾向を示し，一度減少して表層で急増する．なお，表層付近のSpore 4 は，ほとんどが
4-Ａ型に属し，中層以下では大部分か4-Ｂ型のものである．
　　　　　　　　　　　　　　　森林植生の変遷についての考察
　上述の花粉とくに高木花粉の消長から，森林植生の変遷は，次の６時代に区分できるL
　（1）Ｔｉｕｇａ-Ｃｒｙｐtｏｍｅｒia-Ｆａｇｕｓ時代（－300～－260 cm）Ｔｓｕｇａ（ツガ），Ｃりｐtｏｍｅｒia（スギ）
およびＦａｇｗｓ（ブナ）が優勢である．既述のように，現在のカラ池付近は冷温帯下部と考えられる
が，スギの自然林はまったくなく，ツガも岩石地にわずかに見られる程度である．しかし，山麓の
上名野川にある大山祇神社（海抜800 m 前後）の林には，モミ，アカガシ，ウラジロガシ，トチ
ノ牛などとともに，相当な年数を経ていると思われるスギやツガの大木か見られる．また，下名野
川の二所神社（海抜350 m 前後）には，ウラジロガシ，イチイガシ，スダジイなどよりなる林が
あり，地元で千年杉とよぶようなスギの老木も存在する．これらは，おそらく過去にひろく自然分
布していたスギのなごりとみることもできる．カラ池の堆積物の最下層は，C14年代から推定する
と約6000年前のものと考えられ，冲積世で最も温暖な気候の時代に堆積したものである．わが国
各地の花粉分析結果から，この時代には300～500 m の森林帯の上昇かあったと考えられている
　（中村1967).したがって，当時のカラ池付近にもスギをともなったツガ林がひろく見られ，これ
にブナあるいはイヌブナも混生していたものと思われる．このような森林は，四国東部の魚梁瀬地
方の1000 m 前後に現在ある林とよく似ている‘（ＹＡＭＡＮＡＫＡ 1961, 山中二男1975)ことから，
この時代のカラ池付近の森林は，冷温帯林の要素をまじえながらも暖温帯林の色彩か強かったもの
と考えられる．このことは，この時代に一時的にＳｋｉｍｍｉａ（ツルシキミ）の増加することや，落
葉広葉樹が比較的少ないことからもうなずかれる．さらに，Ｎ･ｙｍｐｈａｅａ（スイレン属）やThy-
melaeaceae (ジンチョウゲ科）の植物が出現していることから，当時は水生植物の生育できる池
沼かあり，その周辺にはガンピ類のような陽地植物が生育する環境もあったことが推定される･
Ｓｉｃｉａｄｏｐｉりｓ（コウヤ々牛）は現在でもカラ池から遠くないところに見られ，当時もツガ林に混生し
ていたものと思われる. Picea (トウヒ属）が－280 cm の層位から検出されるか，これはおそら
くハリモミに由来するものとみなされ，当時のカラ池付近よりも高いところから飛来したものであ
ろう．．
　（２）Ｆａｇｔtｓ-Ｔｓｉtｇａ-Ｃｒ;ｙｐtｏＴｎ,ｅｒｔａ-Abieｓ時代（－250～－200cm）前時代にくらべてＡｂｉｌａ（モミ）
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の増加がめだち，スギの変動がはげしい．土地適応性かツガよりも小さいモミの増加したことが，
堆積物が有機質の少ない粘土から有機質粘土に変わったこととほぼ一致していて，これは深根性の
モミの生育に適した土壌的環境の形成を暗示するものであろう．また，モミの増加にともなって，
スギが減少する傾向にあるが，これは両種間の競争関係を示すものかもしれない．この時代の－240
cmの層位のところでＣｙclob?ａｎｏｔｓiｓ（常緑のカシ類，おそらくアカガシとウラジロガシであろ
う）とＱｕｅｒｃｕｉ　（コナラ属，ミズナラか主と考えられる）が同時に急増しているか，この理由は今
のところよくわからない．図６に示したように，モミとツガの割合では前時代にひきつづいて，圧
倒的に前者か優勢である．また，全般的には，この時代も前時代と同様に，暖温帯上部の植生であ
ったと考えられるか，この時代にはイヌシデ，ケヤ牛などもいくらか増加していることなどから，
現在四国地方の暖温帯から冷温帯への推移地帯に見られるツガーコカンスゲ群集に相当する森林
　（ＹＡＭＡＮＡＫＡ1961, 山中二男1963, 1975)が成立していた可能性もある．この間のことは，こ
の時代に多量に検出される胞子(Spore l～4）を属または種の段階まで同定することによって，
より明確にすることができると考えられる．なおまた，モミ十ツガとブナの割合をみると，一般的
には前二者が優勢であるか，時折ブナが優位になることかある（図７）．　これは，暖温帯上部また
は推移帯ないしは中間温帯といわれるような，森林帯の境界付近では，わずかな環境の変化か，た
だちに植生に反映することを示すものであろう．換言すれば，推移帯の森林の組成や構造は，環境
゜/。
図６．モミとツガの出現頻度の変化.
Fig. 6. Frequency curves of Abie∫andＴｓｕｇａ
　in the deposit from the Karaike Ｂｏｇ･
゜/。
図７．ブナとモミ十ツガの出現頻度の変化.
Fig. 7｡Frequency curves of Ｆａｇｕｓ　ａndＡｂｉｅｓ
　十Ｔｓｕｇａin the deposit from the Karaike
　Ｂｏｇ･
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の小さな変動によってもたえず変わるような，不安定な状態のものであることを意味しているもの
とみなされる.
　（3）Ｆａｇｕｓ-Ｔｓｕｇａ-Abieｓ時代（－190～－160cm）前時代にくらべてスギはさらに減少するが，
ブナとツガは依然として優勢である．イヌシデやケヤ牛は.いくらか増加し，常緑のカシ類とコナ
ラ属は減少気味である．モミ，コウヤマ牛およびマツ属は，前時代とぼどんど変わらない．モミと
ツガの割合は，前二時代と同様であるが，モミ十ツガとブナとの関係は変動がいちじるしい．こう
した状況はスギの減少とともに，環境に何らかの変化のあったことを暗示している. NAPでは，
Gramineae (イネ科), Cyperaceae (カヤツリグサ科）およびＰｅｒｓｉｃａｒia（タデ属）以外は，ほと
んど見られない．胞子ではSpore 2， 3および４がともに前半で多量に出現するか，後半でSpore
3と４は減少する.
　（4）Ｔｓｕｇａ時代（－150～100 cm）前時代にくらべてブナは減少し，モミは徐々に増加する．
全時代を通じてみたとき，ツガはここで最も優勢となるので，　Ｔｓtぷｍ時代とした．　この時代の堆積
物の大部分は，粗砂を含む粘土である’ことから，湿原の周囲の斜面からの土砂の流入が考えられ
る．現在，四国地方のツガ林には，土壌の浅い稜線や岩石地に，土地的極相として発達しているも
のがある（ＹＡＭＡＮＡＫＡ 1961,山中二男1963, 1975)ことからみて，土砂の流入をおこした原因
が降水量の増加とすれば，それによって生じた土壌の浅い場所に，ツガ林のひろがったことは十分
C吋CＲYＰTＯＭEＲIＡ ABIES TSUGA FAGUS
0 20 /.！Gp''''() 20 Ap (がQ 20 Ap 60 8p°^°Q 20 AO 60
図８．スギ，モミ，ツガおよびプナの出現頻度の変化.
Fig. 8. Frequency curves of Ｃｒｙｐtｏｍｅｒia,Abieｓ, Ｔｓｕｇａ,ａnd Ｆａｇt･Ｓin the deposit from
　the Karaike Bog. The percentage based on total four genera.
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に考えられる．また，この時代に増加しているモミは，ツガよりも土壌の深いところ，すなわち
土砂の流失の少なかった緩斜面や流出した土砂の堆積した平坦地などに，その生育場所をひろげて
いったものであろう．なお，ここで注目すべきことは，前時代の末頃からスギが極端に減少して，
以後は表層を除くと非常に低率でしか出現しないことである．絶対年代からみると，約3500年前
から急激に少なくなっていることになるか，その頃に人によってスギ林か皆伐に近い状態になった
とは考えにくい．そこで，全時代を通じて優勢なツガとブナおよび下層に多いスギと上層で増加す
るモミの４種類の出現頻度をしらべてみた（図８）．これでみると，モミの増加とスギの減少とは，
ある程度対応しているように思われる．すなわち，スギの立地にモミが徐々に侵入し，ついにモミ
林に移行していったことか推測される．しかし，この問題は容易には断定できかねるので，ここで
は一つの考え方を提起するにとどめておく．付け加えると，高知県東部のモミ，ツガおよびスギの
混生林のなかで，魚梁瀬千本山保護林のようにスギの異状に優勢なのは，何か人為的な影響の結果
で，本来はモミ主体の林があったのではないかという疑問が出ている（山中二男1974).
　（5）Ｆａｇｕｓ-Ahies-Ｔｓｕｇａ時代（－90～－50 cm）この時代は，最初にブナが最も優勢であるか，
上方に向かって順次減少している．　これに対しツガは急激に減少したあと徐々に回復するが，前時
代のように極端に優勢にはならない．ツガとモミの割合は，ここではじめてモミが優位にたつ．ま
た，モミ十ツガとブナの関係は，一時期わずかなからブナが多くなるが，それ以外ではモミとツガ
によって占められる．さらに，散発的ではあるかツルシキミも見られ，暖温帯上部ないしは推移帯
の性質を示している.
　（6）Ｆａｇｕｓ-Ｔｓｕｇａ-Abieｓ-Ｐtｎｔiｓ時代（－40～Ｏｃｍ）モミとツガは表層に向かって徐々に減少し，
これに対してマツとスギが表層で急増する．当然，これには人為的な影響を重視しなければならな
.い．　現在の名野川地区では，海抜約800 m 内外まで集落か見られ，調査地の近くには，幕末に坂
本龍馬らが脱藩の際通った古い道がある．柏本光雄氏の語られたところによると，このあたりは，
1940年代の前半頃まで焼畑がおもな農耕で，アワ，ヒエ，モロコシ（タカキビ）などか栽培され，
アズキも換金作物としてつくられていた．また，おもに薪炭材として森林が伐採されたあとには，
アブラナかカブラの類が栽培され，春の山腹は一面黄色にいろどられ，古くは名野川を菜野川と書
いたとのことであるが，そのなごりは今でも早春の風景に見ることができる．名野川の100年以上
を経た古い人家の用材は，ツガ，トチノ牛およびサクラ類が主で，ほかにスギやヒノ牛も利用され
ているという．また，このあたりに植栽されているスギは，古いものでもほとんど60年内外である
という．
　こうした人の影響は，カラ池のように活動の本拠から離れている山地帯の花粉分布図にも，表層
およびその付近であらわれている．この時代の前半まで森林構成の主要素であったブナ，ツガおよ
びモミの３種が，そろって減少するのは，これらを中心とした自然林が，焼畑，薪炭および建築用
材などのため伐採されたことを示し，逆にマツ属の増加は，伐採跡へのアカマツの急速な侵入を物
語っている．また，この時代に大型のＱｕｅｒｃｕｓの花粉か点々と見られるか，これはおそらくクヌ
ギに由来すると思われる(NAKAMURA 1956).現在，クヌギはカラ池近くの海抜1000 m 以下
に，明らかに植栽と思われる林かおる．また二次林の一部にも点在するか，高知県でのクヌギの
生育地が極端に限られている現状からすれば，これを自然分布のもの,とみるには問題かおる．これ
でみると，クヌギの植栽は割合古い時代からあったととは確かであろう．スギが表層でのみ増加し
ていることは，比較的最近スギの植林がひろかったことを示している.　ＮＡＰではイネ科，カヤツ
リグサ科および牛ク科の植物か増加し，胞子ではSpore 2 と4(4-Aおよび4-Ｂ型が多いことか
ら, Spore 2のPerineのとれたものと考えられる）か多量に出現する．この事実は，カラ池付近
での森林の消失のあと，湿原とその周辺での草本類やシダ類の繁茂をあらわしている．
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　以上述べた６森林時代のうち，１と２はＲｎに,3,4および５はＲ?ａに，６はＲⅢbに
それぞれ対比される．なお，四国地方では，カラ池から北東に約65kmの距離にある高知・徳島県
境の野鹿ノ池山のほぽおなじ海抜高度(1250 m）にある湿原の花粉分析結果がある（中村・山中
二男1951).これをみると，カラ池とほぼ同時代に堆積が始まったと思われるが，堆積物はほとん
ど均ニな泥炭で，カラ池とは趣を異にしている．さらに，その花粉分布図を見ると，全層を通じて
Ｆａｇｕｓか優勢で, Quercな∫　も少なくないか, 　ＴｓＭｇａやAbieｓなどの針葉樹は少ない．また，カラ
・
池と大きくちがっているのは，Ｃりｐtｏｍｅｒiaのほとんど見られないことである．これは，少なくと
も堆積か開始されたあとでは，野鹿ノ池山周辺にスギをともなう森林の存在しなかったことを示す
ものである．また，野鹿ノ池山湿原周辺では，今もブナ林が存在することや，堆積物の状況からみ
て周囲からの土砂の流入がほとんどなかったことなど，湿原形成の初期から比較的環境の変動が少
なく，森林の構成にも大きな変化かなかったものと推察される．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　と　　め
　高知・愛媛の県境に近いカラ池湿原の植生を調査し，さらに堆積物について，花粉分析とC14に
よる年代測定をおこない，この地域の森林の変遷について考察した．
　現在の湿原植生は，一部ではオオミズゴケをともなったアブラガヤーコバギボウシ群落である．
低層または中間湿原で主体となることの多いヨシ，カサスゲ，ヌマガヤなどは，ことでは欠けてい
る．　また，スス牛を主とする山地草原の植物が侵入しつつある．
　この湿原は，約6000年前に堆積が始まっており，全般的にはツガとブナが優勢である．かつて
は暖温帯上部および冷温帯への推移地帯の植生の存在したことを想定でき，こまかくみると６時代
に区分される．森林の移行帯では，環境のわずかな変化が，構成種の増減に微妙に影響することか
推察され，またスギとモミの間には，競争関係を暗示する傾向や，最近の人の活動か植生に及ぽし
た影響を，ある程度見出すことかできる．
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　図　版　の　説　明
Expla皿tion of Plates
図版１．
　１．カラ池周辺のヒノ牛人工林と中津山(1541 m)の遠望．
　２．カラ池の一部とその周辺の低木をまじえたススキの群落．
　３．湿原のアブラガヤーコバギボウシ群落．
　４．湿原内のタチカモメヅル.
Plate l.
　1. The artificial forest of Ｃｈａｍａｅｃｙｐａバｓobtｉtｓa and a distant view of Mt. Nakatsu
　　(1541 m).
　2. The Ｍtｓｃａｎthｕｓiれｅｎｓi community accompa?ed by shrubs around the Kara ike Bog.
　3. The Ｓｃｉｒｐｕｓｘｕtｃﾉ'lｕｒａｅ-Ｈｏｓtａ　ａｌｂｏｍａｒｇｉｎａtａcommunityin the bog.
　4. Ｃｙｎａｎｃｈｕｍｎｉｐｐｏｎｉｃｕｍvar. がabri。71 in the bog.
図版2.
Plate 2.
胞子分布図のSpore l群に対応する胞子（i一人～1-E)、800X.
Spore types corresponding to the group of Spore l in the spore diagram from the
Karaike Bog ( 1 -A～1－Ｅ），800×.
図版３．胞子分布図のSpore 2群に対応する胞子(2-A～2-F), 800×.
Plate 3. Spore types corresponding to the group of Spore 2 in the spore diagram from the
　Karaike Bog （2-Ａ～2-F), 800×.
図版４．胞子分布図のSpore　3および４群に対応する胞子(3-A～3－Ｅ : Spore 3 , 4 -A～
　4 -C : Spore 4), 800×.
Plate 4. Spore types corresponding to the group of Spore 3 and 4 in the spore diagram from
　the Karaike Bog (3-A～3 －Ｅ: Spore 3, 4-A～4－Ｃ:Spore 4), 800×.
図版５．検出された花粉の一節･･(1), 800×.
Plate 5. Some pollen types found from the Karaike Ｂｏｇ･･･(1),800×.
　5-Ａ～5－Ｃ:Ｔｓｕｇａ ｓieboldii（ツガ）
　6-Ａ～6－Ｂ:Ｆａｇｕｓ ｃｒｅｎａtａ（ブナ）
　7－Ａ～7－Ｂ:Ｑr,・rcus acutiｓｓtｊｎａ？（クヌギ？）
　8-Ａ～8 －Ｂ : Ｑｕｅｒｃｕｓ　sp，（コナラ属）
　９－Ａ～9-B :Ｃｙｃｌｃｂａｌａｎｏｐｓiｓsp. ゜Evergreen Quercus (常緑カシ）
図版６．検出された花粉の一部…(2), 800×.
Plate 6. Some pollen types found from the Karaike Ｂｏｇ･■･(2),800×.
　10-A～10-Ｂ ･　Ｃａｒpinｕｓtｓｃｈｏｎｏｓkii（イヌシデ）
　11 -Zｅｌｋｏｖａｓｅｒｒａtａ（ケヤキ）
　12 ■■Gramineae (イネ科）
　13-A～13-B･ Ｉｍｐａtｉｅｎｓsp. (ツリフネソウ屑）
　14-A～14-B : Liliaceae （ユリ科）
　15 : Kpilobiｕｍ sp. (アカバナ属）
　16-A～16-B : Thymelaeaceae （ジンチョウゲ科）
　17:Ｐｅｒｓｉｃａｒia（Ｐｏりgojiｕｍ)sp. (タデ属）
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